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つる植物の生育に日照条件が及ぽす影響

中島裕介・吉間

Effects of Sunlight Conditions 011 the Growth of a Climbing Plant 

Yusuke NAKAO and Hir・onobuYOSHlDA 

日照条件がつる欄物の生長に及ぽす;影響を明らかにするために，東間前北の4ブゴf立に向けた控
断念設定し，これにナツヅタ(]そ~l1'!henocissus !ricuゆid.αtaPlanch.)を沿わせて背成し，それら

の伸長裁を毎月一度測定するとともに， Iヨ射盤，盛期溢j支，楽関混成などの日変化を変に測定し，

次の結果を得た。

1.の晴れた日の日射殺は，狩j閣では正午付近で最大f僚を持つ…UJ製の日変化を訴した。東

聞は午前に， iffl商は午後に大きな{誌を示し，北聞では1期に…時的に大きな{肢を訴した。日
は尚，東，西，北のI1鎮であった(関一 2)。東と間の涯は，地形条件によるものであっ

た。

2. 立の勝れた午前lこいの控逝施j立は 911寺頃東閣で最高となり， 440C根度となった。正午頃には

}ヰ，~，東，四隅での捜部温度が岡松度のf肢を訴し， 38"C続皮になり，北部が最低で， 34"C程度
となっていた。午後に経天になってからは， 4ブゴイ立i聞で般商温度に珪はなかった(図-3)0 
出.胤皮とi河じ日に測定した濃部温度は，盟問視j支の変化にほぼ向調するが，やや僻くな

っていた。午前中に東部で商く，一時的に35
0

C根皮となり ，11デF頃には闘，東，凶i閣では，

lまぽ同じ{院を示し， 330C程度であり，北簡では， 300Cほどであった(闘… 4)。

4. 4月に定摘したつる植物の 4方位聞での生;隠の主主は，秋(9月)以降に明椛となり統計的

に有意なものとなった。北，関i商で生;誌がよく，南，東町で惑い結果となっていた。これら

の結果から，南， };¥ミ加での日射殺の過多がつる轍物の生長に対してi也容要閣として働いてい
たと推秘された。

はじめに

つる楠物は，様々な造閣の場聞において，議裂な役割を果たしており，その適切な利用を隠る

ための基礎として，これまでに環境条件の迷いに対する生育の遣いを抱強するための実験が数多

く行われてきた。

つる植物の生育英験において，特に議裂な関子二としてとりあげられてきたものとして日照条円二

がある。これらの笑験では，つる椴物を生育させる抵閣の向きを変えることで，奥なる日開条件

が設定される例があり，北向きとi羽向きとの比較が多く行・われてきているが 1，2，3¥ 東向きや閥

向きの臼縮条件がとりあげられた例は少ない九しかし突探の利用の場部iでは，つる植物は問日

の遮蔽などにJf:lいられることが多い。西日或は朝日は境問に対して活躍に近い角度でト入射するた
め， Iヨ!!官過多の非常に厳しい特殊な生腎条件となることも考えられる。そこで東西南北の4方位
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に段差iï~設践して異なる日!I.日条件を設定し，つる植物の生育状態の誤Ul誌を行った。

本報告をまとめるにあたり，実験にi探して使宣伝闘って下さった京都大学股学部附脱抑留林上
賀茂試験地の皆様に感謝の恕を表します。

材料と方法

実験材料として剤いた樹租は，ナツヅタ (Parth仰 oczssω t1'icuψid.αlaPlanch.)である。ナツ

ヅタを選んだのは，獄事響力に鐸れており， .最も境問緑化に越した樹織であること，また実際最も

は，京都市内の秘菌会社より購入したポットihlI(ゆロ 9cm~

(ポットに 1本植え)である。出来るだり揃った請を選び，ビニールポット)で， 2 

1994il三4月4日に構え付けを行った。

土j?í~条件を均一にするため，マサ土とパーミキュライトを体積比で， 3 1の割合で混合した

土壌を用い，排水のため鉢底土(日向土)を 1/3の深さまで入れて， 12鉢のプラスチック製12号

長鉢(上部の政経約30cI11 深さ約35cm)に植え付けた。笛が枯れる危険性があったため， 1鉢に

2本ずつの苗を植え付け，養生後に生育の良い方を 1本選んで他は掘り取り，践した方の簡を用

いることとした。

実験場所は，京都大学s語学部附j潟演習林上賀茂試験JtHの部知iで，を植え付けた鉢は，i首潜ま
での間充分な潜水を行い，生担の下の司i慾において，議生した。
臼!開条件は，ナツヅグ;を生育させる境問の向きによって，東悶南北の 4方{立の処廷UI去な設定し

た。壁崩は，スチール製アング/レの搬に隊さ 91Jl1Jlの杉板を5Eそり付けて作ったもの(高さ180cl11， 

I~i話 100c01) を i羽- 1に示すように 4方位に肉付て， 3 j謡ずつ設慨した。般閣の投器場所は敵地そ

のものは，ほほ水平であるが，南東向き緩斜面の下端部に位綬しており， I将来強引こ開けた;場所で、

ある。

自白出…!… f~

但匝;54
唱団::;lmissm

む匝jiml
早…………ーム早

!)g]… 1 ナツヅタ悩殺説法磁の況i段以i

ii:コエ=が桝畑

N 1994年5月14日に，ナツヅグを椴え付けた鉢

A を杉板前iの前方政下に鉢内のこと様式・揺が前灼iの
LJ一地問のi認さと…致ずるように域め込んだ。これ
| は，出来るだリ斑捕えに近い安定した士.壌環境

d を時保するためである O 理め込みに際しては，
担~:*を j主主子なものとするため，~ドの下にもネッ

トに入れた鉢底二iニを敷いた。

この時点では箇は 2;2/立のままで，約1カ月間

様子を見た後， 1994年 6 月刊日 ~111ヨに生腎の

良い方の前を 1本選んで他は掘り取った。 1

聞に l倒体とし，各方イ立につき{11i!体単位で繰り

返し数3とした。 同時に，盟関にナツヅタが経

壊するように誘引を行った。誘引方法は，ドラ

プディングテープで，つるを境問に間躍する方

法をj羽いた。つるは，あまり慰聞に草皆殺させず，生育に支障がないよう余裕をもたせた。 7月以

降，土壌蹴!交の上昇と乾燥をl坊ぐため，鉢の中の土域表i識に惇さ数cmの敷き誌をした。また，も
っとも乾燥すると考えられる南{制捜閣の中央の鉢にテンションメーターを設誼し，土壌が， pF2 

以上に乾織しないよう灘水を行った。

織物体の生育状態を把握す州るための測定は， に誘引以後，ほぽ1カ月に 1問の間隔で、6月
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から11月まで行った。測定項目は，節問;長，誕の数，各誕の小葉数，恨元筏，譲住(色彩色珪計
による)，葉線紫;監(架線紫計による)である。節関長は，全数につき物差しで測定，根元楼は，

ダイヤJレカリバーで測定した。諜色，濃縮議議については， 8， 10， 11)=1の 3聞のみの測定で，

l{鱒体25たり，短枝上の葉3枚，良枝上の繋3枚を選び 1枚の楽について， 3カ所測定した。

繍境条件については，最も条件の厳しい真夏時の晴天日(8月171ヨ及び191ヨ)における日変化

の測定をおこなった。測定;噴闘は，日射議，気温，湿度， JIi1t迷，灘間協度，境問調度(誕によっ

て直射光を遮られていない剖)，土壌浪記温度(敷き識の下のlIiDである。日射-f設は， Iヨ
ンサー (LI・COR社製)で，気温，漉j変，風速は， CLIMOMASTER MODEL6511 (日本カノ
マックス株式会社製)で，楽街調度，ぽ間協度，土壊我田温度は 放射温度計 THI・500(タス

コジャパン株式会社製)で，測定した。

結果と考察

8月171ヨに測定した，各方{立の控聞に於ける日射識の日変化を閣-2に訴す。ほぽ崎天の一日

だ、ったが何度か設がよぎり，日射殺の少なくなっているところがある。しかし，各壁r閣の特性に

ついては，概ね抱強ずることが出来る G 北関では，ほぽ…日中直射光は当たらないが，笈にはIj到

に日が問り込んで短時間ではあるが，斑射光が射す。夕方は，北部方向がUJの斜面のため，闘の

回り込みが遮られて， j直射光は射していない。南部では，逆にJj羽，タの斑射光が盤頂iによって遮

られて，日中のみ直射光が射し，正午付近で最大儲を示している。東i簡で、は，部から， TIま射光が

射し始め，正午以障は護射光は射さなくなるの逆に，閉ま立では， JE午以降誼射光が射し始めるが，

やはり北間方向がl幻の斜部であり，樹木もあるために16[時煩から，日影に入ってしまい直射光が，

射さなくなっている。今回設定した東西南北の境問では，周辺地形の条例エにより東聞の条件が非
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対称であり，臼射殺の積鋒髄は， j札束，閉，北のJI鼠となっている。

8月19臼に測定した薬開滋波及び捜部磁波の日変化を儲… 3及び間… 4に示す。議問機!支は

射光のおたっている部分の壁間温度よりも常に低く，日中では 5
0

C以上の設が生じている場合が

45 

40 

仁)35 。

題3の

25 

20 

45 

4の

ν35 

制
調 30

25 

20 

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

時妥IJ(エヲヲ4年8月工9日〉
口北部 +東菌 0 南高 A 商高

~I 3 ~絞泊;徽裁)自li (ナツヅタ)の主@'iir，¥lutrの日変化

56?  8 9 10' 11 . 12 . 13 14 15 16 17 18 19 

時刻 (1994年8月19E1)
口北部+東菌 0 南面ゐ西面

l諸-4 ナツヅタ布自殺償問主造成の!ゴ変化



128 京大おII報67 '95 

ある。午前中，朝日が捜部に対して埜践に近い角度で澄込むため，東部の息遣|雌溜l度が著しく

し，これと同時に誕間?品}史も著しく上詳して350C程度までに絞っているのが特徴的であるo 午前

中，西聞においても特に 7時前後に控間槌皮が東聞と問様かそれ以上によ算しており，それに伴

って築関温度も高くなっている。これは，午前7時前後の太陽高度の偲い時間帯において，部r<返

さ捜部の邸側に射光が当たってしまうためである。太陽高度がある組JJr以上に向くなると，壁

閣の誕1ft1](ま，慰問を支えているスチーJレ11mの聞の絡になって直射光は当たらなくなり，このよう
な変則的な磁!史上昇は見られなくなる o このEIは，午後からは縫ったため 4方位簡のrMJで，こ

のような殺呉はられなかった。 ~EIの風速は，日中約0.5m/s前後で，各国での風の影響はあ

まりないと考えられる。

今聞の報告では，織物の生育状態を検討するため，測定した壌はのうち，各節問;民を分校も含

めて合計したつる長の変化についてのみ取りよげ， [週一 5に訴す。また，変化合兇やすくするた

めに，各測定時点!剖の伸長践を棒グラブにしたものを悶-6に示す。

北詰i及び間関で生育がよく，南関と東部では，枯れこそしないものの，ほとんど生長しなかっ
た。こと~水分は，被*によって光分峨保したが，猛暑の変であったため南関と東聞ではほ射j誌が

過多となり，植物体の地上部で強い水ストレスが生じたり， I部品化したりすることで光合成など

の生現的な過程が[[lfAfされたことがえまえられる。また. 4月に植え付けてから， 5 J=Hこ捜部にセ
ットするまでの間，日影で猿していたため，架がやや|設業化した状態で生育していたので，

にほ向に出したことが影響して;j;]l端に生育が怒くなったことも考えられる。

東i薗e:TAi閣の生予言の濯が著しいが，これは，実験場所の北閣に山の斜硝があり，西部は夕方に
は日影に入ってしまうために 1日の日射殺の積算敢について東西でかなりがあるためである

と考えられる。また，日射そうける時間帯が午前，午後と巡っており，東閣では，午前中から

しく濃部繊度が潟くなってしまうことも涼図として考えられる。

植物の光合成は，午前中に*ストレスがまだあまり~じていないときに盛んに行われ，午後に

は低下してしまうが，今関の実験の束期でbは午前中に急激に濃部温段‘が上昇し，これまでの研

究開で明らかになっている光合成の過甑域別"-'250Cの範[H[を越えて呼吸設が増大し光合成f誌

が著しく低下するほどの商協になってしまうので，光合成が盛んに行われるはずの時間帯に充分

な光合成が行われなかったと推測されるο また，このi時識のため線総体の水分の損失も生じてい

ると考えられ 1自の早い時間帯から強いえkストレス下に飽かれていると思われる。日中には植

物体の水分条件は回復しにくいので，その後も引続き強い水ストレス下に耀かれるため，午後も

光合成設が慨下していることも推測される。このため，日射殺が荊間の半分lffi皮であるにもかか
わらず，南出とi司じ程度或はそれ以上に生育が怒くなったと考えられるo
fL!fj閣は，灘間協JJtの日変化については術開と大授がないのだが 生長設は南部と比べてかなり

よい。この;場合には，やはり 1日の日射援の般謀議の珪と，関i閣では午後からしか臨射光が射さ

ないこととが生長i誌の主主の原因となっていると玉替えられる。

北部においては，一旦枯れ反った後，再び伸長しているものがあるが，これは，新たながの

びてjJ~[1が立て変ったものである。北部においては，全般に生育がよいのだが，このような枯れ

りが発生することもあり，その康問ははっきりとはしていない。

各処瑚誌のi潤に1rj1lミ珪があるかどうかを検討するために，分散分析を行った結果を茨-1及び
2に示す。表-1では. 9月6日以降に危!険率5%で有意な主主が認められるようになり， 10 

月171ヨには，不備分散比は，さらに大きくなっている。 11月23自にもほほ待機の不偏分散備を示

している。

表-2では，留:聞に誘引した後の伸長;設のみについて比較してみたが，純仲良;敢については，
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&/16-7131 7/31-9/6 9/6- 10/1守-111幻

締罰時 総笥
m梅商〈取得)[Sl荷街〈中央〉 草書南街〈西宮~) f2l西W<務官寄) l';Si笛W<中央〉 図商箇(北寄り

IjgJ-6 ~削機鋭部(ナツヅグ)のつるのや11l宅設

注:…の似を夫氏ずのは先端がもli;/1-反った場合
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~tの平均 (CIIl) 40.6 125.0 152.5 217.4 232.0 231.3 

}認の平均 (cm) 50.7 1ll.8 94.5 94.6 90.2 89.4 

阪の不均 (CIIl) 28.7 96.5 104.2 105.0 104.6 104.0 

磁の3fT.絵I(CI担) 43臨7 112.4 132.1 177“3 194.3 194.5 

1;佼!日iの不iffmf孜 (VlJ 252.02 409.03 2098.72 10368.81 14204.67 14284.43 

誤1{';の不倒分散 (V2) 318.57 1286.43 l5:30.60 1879.58 2158.23 22:39.69 

不倒分散比 (F:=V1!V2) 0.79 0.32 1.37 5.52中 6.58* 6.38* 

tt: *が危検家5%で有;@:il':ーあり uニ1WJ総本5%の判的(自由j交3. 8)は.4.(7) 

災 2 ナツヅタJatmi椴滅的のつるの伸長汲 (6/1 6~11 /23)の平均他と不倒分激化 (F)

純やjlJ引法cm 総jl!IJむ設cm 才Ijj間放m 純手IJ1追放% 総伸長汲% fifi j民11k% 
北の平均

Wの平均
f$j O)SIZj;g 
i1Iiの3jZj勾

3

3

5

2

 

.

.

 

置

ρ
り

qfι“
ウ

，
4.

内，

ι
，

ω
 
“
 

ハ
り
内
?/L“

0δ

1

…
 

1;37 .8 ;H .5 92.0 115.7 23.7 

0.8 23.1 19.8 0.8 20.6 

27.5 20.0 23.1 45.1 22.1 

105.9 23.7 77.7 96.:3 18.5 

12463.80 71.83 7951.58 8070.53 14.36 

1400.39 530.50 2669.86 2306.58 279.46 

8.90** 0.14 2.98 3.5む 0.05 

1:r1li[l自の不備分散 (V1) 11 066.55 
絞浅の不倒分数 (V2) 1546.82 

不偏分散沈(ドココV1!V2) 7.15串

注:1) 終伸長jiい総伸長汲一枯i:tfl数
I':-t: 2) %は.6/16のつるの会終を100とした値
主主:3) *が危険彩5%で手当;絞殺あり (上{別総本5%のF似(J各自皮;:l. 8) 1ま.4.(7) 

校:4) * *が危険率 1%で干まながiあり u二世!日般車 1%のド1>>1(自由j史3. 8)は.7.59) 

危険家5%で方位隅に有;留な控が認められ，これな児に総伸長設とれ!i按u誌に分りて見てみると，
総伸長設では，更に不{1m分散比が大きくなり，危険家1%でも有認な琵が認めれる。これに対・し

枯樹j誌の方には，有:窓な躍が認められない。つる楠物を生育させる機関の方位の違い程度の泣で

は，柏損は方{立に|甥わりなく平等に生じているようである。仲良殺を 壁面に誘引直後の6月初

日のつるの全;践を100としてi標準化してみると，純伸長;数，総仲長援ともに有意な澄が認、められ

なくなるが 6月16自の時点では既に処:ElH諮問]の授が出始めており，器準として適当でない可能

性もあるため，標準化をしていない測定舶の結果から荷窓授があると判断した。

そこで，有意な涯の認められた各処理区のうちどの処服ほとどの処現誌との11iiJに鷲があるのか

を見てみるために，それぞれの平均値の授の検定を行った結果な淡-3及び淡-4に訴す。分散

手~- 3 ナツヅタ!笠ITlI縦波}貨のつる災の会15佼mJの平均絡のが:の検定

94/04/01 94/06/16 94/07/31 94/09/06 94/10/17 94/11/23 

北京(Cm) 10.1 13.2 58.0 122.7* 141置8* 141. 9* 

~t…溺 (cm) 11.8 28.5 48.3 112.4* 127.4本 127.3* 

~t…間 (cm) 3.1 12.6 20.4 40咽1 :37.7 36.8 

W-Wi (cm) 22.0 15.3 9.7 10.::l 14.4 14.6 

W… ~G (cm) 7.0 。町6 37.6 82.7* 104.1* 105. 1 * 

術…lLli(cm) 15.日 15.9 27.9 72.3 89.7ホ 90.5* 

千手;復水伊良5%の平均{iMの発 33.6 67.5 73.7 81.6 87.5 89.1 

れ.千~i治:水準 5%の，'j1・均{iüの波 lì. i制l!!H熊本5%. 1~11 j:J!交 8 の t 分布の絞 Ct=2.3(6)

と誤だの不偏分散より奇I.tました。*がfeLl険本5%で千イXlt授のあるもの
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淡-4 ナツヅタ滋羽織1支部のつるの伸長数(6/16~ 11/23)の各方位聞の平均倣の授の検定

Mif中炎放αn 総{rIl炎燈cm t~i j筑滋 cm k.i~伸長放% 総{tド;徒数% 約鍛澄%

~t…東 128.6牢 137.0本 8.4 111.8* 115.0* 3.1 

~t-ï1行 98.8* 110.3* 11.5 68.9 70.6 1.6 

~t-im 24.1 31. 9 7.8 14.3 19.4 5.1 

栄一l'旬 29.9 26.8 3.1 42.9 44.4 1.5 

当主一在日 104.5* 105.1本 0.6 97.5* 95.5* 2.0 

i'I'i…活 74.6* 78.3* 3.7 54.6 51.1 3.5 

有「主主水準5%の平均似の授 74.1 70.5 43.4 97.3 90.4 31.5 

設:有怨7J<i終5%の3j7.5;均似の2授は， jjJjjfJllJ総務5%，!当IIlI交8のt分布の{陸 (t=コ2.306)
と獄、授の不備分散より音1・鋒した。事が危険率 5%で有i~1留経のあるもの

分析で有意な設が認められた項自について見てみると北と萌が生育の良いグループ，南とE誌が生

育のJ思いグループとなり，グループ閥では危験率5%で有意な授があるが，グループ内では有惑

な謹は見られないという結果が得られた。

日射殺が多いほど生育が悪くなっており，今聞の実験では，南聞と東関が，つる植物にとって

しく生育が~くなるほど日射議過多の条件であったと考えられる。…方，間部では，東部より

もiヨ射盤がやや少なく，北面と問機のよい生予ぎを示している。日華射日光の当たる時間帯の迷いも

しなければないが，東部と西部の条件の問につる植物の初期生育にとって日射殺過多となる

限界の条件があると考えられる。

おわりに

これまでの報告でも，北町と南関との比較では，少なくとも初期生育に関する限り，北部の方

が南商よりも生育が良いとされており l，ZJ}，今聞の実験でも同じ結果が符1，られた。東部と部聞に

ついては，これまでの報告では，コンクリート壁聞に登謬させる場合に東部の生育がよくf也の間
はこれに比べて劣っているとされているが4) 今聞の結巣とは迷っている。今回の実験では，笑

験場所の条件により，特=に東前Iが織しい濃度環境であり，逆に間聞はやや認やかな環境であった
ため違いが出たものであると考えられる。

測定年が主主暑の年の結果であるため，一般的なことは替いにくいが，東部，間部では，周辺地

物による遮蔽がないとした場合， i夜射日光の当たる時j習が南部よりもかなり少なく日射議は半分

程度だが，それでもまだ，ナツヅタの初期生育にとっては，望ましくない環境であると考えられ

る。また， TI段射iヨ光がiliたる環境においても，今回の実験での西l麗緯度に日射最が制限されれば，
良野な生育を期待することが出来ると思われる。この生育と日射殺の関係について次の機会にも

う少し定議的に抱擁出来るよう検討してみたい。
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Resume 

In o1'de1' to clarify the effects of sun日ghtconditions on the growth of a climbing plant， the shoots of 

ParthenocisslIs tricustidafa Planch. which were growing on walls fac日dlo th日four directions wel・日 m巴as.

ured once in a month. 

In summer， the diurnal change of: th巴solarradiatiol1， the wall surface temperatl1re and the leaf sl1rfac日

temperatl1re were meaSl1r日d.

The results wer記asfolJows; 

1. On a Sl1nny clay of Sl1mmer， diurnal change of solm・radiatiol1which was measured on the wall faced 

to th世southshowed a mount shape with the maximum value at noon. 

On the wall faced to th日 eastthe vall1母 washigh in the morning， 011 the wall faced to th日westthe 

vall1記 washigh in the afternoon， and on the wall fac臼dto the north th日vall1ewas high in th日earlymorn. 

ing for a short lim記.

The accl1mulation of 50lar radiation wa5 highest on the wall fac巴dto the sOl1th， followed by the east， 

west and 110rth wall in that o1'der (fig. 2). The diiference b巴tweenthe east and west wall was ce¥l1sed by 

surrol1ncling tεn・ainelevation. 

2. On a sunl1y morning of SlImmer， wall sl1rface t日mperaturewas hi日hestat 9 a. m. on the wall facecl to 

th日east(about 44T). At noon， there were not big cliffer日ncesamong the sOl1th， east al1cl west walls (abollt 

38"C)， but on th日 northwall th巴 sl1rfacet巴mper・atl1rewas lowest (abol1t 34"C). As it became clol1dy in the 

afternoon， there were no differences among the four dil・世ctions(fig. 3). 

3. The leai surface temperature which was measurecl 011 the sam巴clayshowecl similar 1'esults as the 

wall surface temperature， but it was a Iittle lower. 1n Ih臼morning，it was highest on the east wall (about 

35'C). At nOOI1， ther巴weresmall cliff日1'encesall10ng the sOllth， cast and west walls (abollt 33'C)， but on th告

north wall th巴 leafsurface temperatu1'e was lowest (abol1t 30"C) (fig. 4). 

4. Among the four‘ clirections， th日正Iiffe1'encesof growlh of the shoots of Parthenoci.ωω lricuψidata 

Planch. which wel・世 planted in April b巴cameclear and statistically significant f1'om S巴pt巴mb巴r.The 

growth of the shoots was great巴r011 the walls faced to the l10rth and west c1irections than to the south 

and east directIol1s. From lhes日resultswe concluded that excessive solar radiation 011 the walls fac記dto 

the south ancl east clir日ctionsaffect the g1'owth ()f [弘lrthωzocISSUStriCllS戸idafaPlanch. as an obstructive fac-

to1'. 




